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（1） 令和4年1月1日発行

本年もよろしく本年もよろしく
　お願い申しあげます　お願い申しあげます

博多区老人クラブ連合会博多区老人クラブ連合会

「光跡」真角正孝

「玉せせり」松嶋和生

「画龍點睛」吉田久美

書

「帯いろいろ」市川美由紀

工 芸

「THE  HOKUSAI」松尾文孝

写 真

「風のいたずら」田中賢次

「渓谷の秋」濱田義一

洋 画
「
自
由
な
世
界
へ
」
土
屋
芳
子

「
雨
あ
が
り
の
朝
」
堀
内
ケ
イ
子

「お田植祭」川嵜良介

「水面のついばみ」
今井輝子

「災い退散」善生喜久

第 51 回福岡市高齢者美術展第 51 回福岡市高齢者美術展

博多区より12 点が出品
　10 月 12 日（火）〜 17 日（日）の 6 日間、福岡
市美術館にて、第 51 回福岡市高齢者美術展が開催さ
れました。福岡市内在住のシニア層を対象とするこ
の作品展では、洋画、日本画、書、写真、工芸の５
部門にてプロ顔負けの素晴らしい作品が一堂に展示。
　博多区からは、一瞬の感動を切り取った写真作品
や、着物の帯を使ってバックなどを作る手芸作品な
ど、計12点が出品され、来場者の目を楽しませました。

典典祭祭



令和4年1月1日令和4年1月1日 第65号（2）第65号（2）

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ

感
染
拡
大
防
止
と

感
染
拡
大
防
止
と

��
社
会
経
済
活
動
の
両
立

社
会
経
済
活
動
の
両
立

馬
場
　
哲
久

博
多
区
長

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
博
高
連
」
会
員
の
皆
様

に
は
、
健
や
か
な
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
会
員
相

互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め

ら
れ
、
健
康
づ
く
り
や
社

会
奉
仕
活
動
な
ど
を
通
じ
、

博
多
区
の
高
齢
者
福
祉
の

向
上
に
貢
献
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
前
回
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
懐
か
し
く
思

い
を
馳
せ
ら
れ
た
り
、
延

期
や
困
難
を
乗
り
越
え
て

活
躍
さ
れ
た
選
手
の
雄
姿

に
感
動
を
覚
え
、
数
多
く

の
メ
ダ
ル
の
獲
得
に
歓
喜

さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
と
人
と
の
繋
が
り
や

絆
を
大
事
と
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
に
と
り
ま
し
て

も
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
事

業
の
縮
小
や
中
止
や
延
期
、

自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
問

題
な
ど
を
抱
え
な
が
ら
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
感
染

拡
大
防
止
の
取
り
組
み
に

ご
配
慮
さ
れ
、
日
々
の
活

動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
と
社
会
経
済
活
動
の

両
立
の
視
点
の
も
と
、
新
た

な
生
活
様
式
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
等
に
よ
っ
て
明
る
い

兆
し
が
見
え
、
皆
様
方
が

社
会
の
主
役
と
し
て
、
様
々

な
活
動
が
実
施
で
き
る
状

況
と
な
り
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

 

ま
た
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
2
0
2
5

年
に
向
け
、
医
療
や
介
護
、

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
や

生
活
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

先
行
き
の
見
え
な
い
日
々

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
下
こ
そ
、
皆
様
お
一
人

お
一
人
の
声
掛
け
や
目
配

り
な
ど
を
通
じ
て
、「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

根
幹
を
な
す
地
域
の
支
え

あ
い
や
絆
づ
く
り
へ
引
き

続
き
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
博
多
区
役
所
で

は
今
年
５
月
の
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
た
新

庁
舎
開
庁
に
向
け
、
よ
り
快

適
で
親
し
ま
れ
る
区
役
所

と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
区
民
に
と
っ

て
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
区

役
所
を
目
指
す
と
と
も
に
、

博
多
区
自
慢
の
祭
り
や
賑

い
、
街
並
、
食
文
化
な
ど
の

特
性
を
区
内
外
の
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
広
く

活
用
さ
れ
る
拠
点
と
な
る

こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
会
員

の
皆
様
に
と
っ
て
ご
健
康

で
希
望
に
満
ち
た
実
り
多

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。



令和4年1月1日令和4年1月1日（3）第65号（3）第65号

会
長
　
楢
橋
　
貞
雄

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
め
よ
う
老
人
ク
ラ
ブ

広
め
よ
う
老
人
ク
ラ
ブ

��

の
ば
そ
う
健
康
寿
命

の
ば
そ
う
健
康
寿
命

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

博
高
連
会
員
の
皆
様
に

は
、
お
健
や
か
な
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
日

常
と
な
り
、
外
出
自
粛
な
ど

困
難
で
窮
屈
な
生
活
と
な

り
ま
し
た
。
博
高
連
に
お
い

て
も
囲
碁
・
将
棋
、
カ
ラ
オ

ケ
、
演
芸
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
の
中
止
を
は

じ
め
、
研
修
会
の
延
期
な
ど

で
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
、
ア
ス
リ
ー
ト

が
限
界
に
挑
み
躍
動
す
る

姿
を
テ
レ
ビ
観
戦
し
、
人
間

の
強
さ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
す
ば

ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

多
様
性
を
認
め
、
誰
も
が

個
性
や
能
力
を
発
揮
し
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
社
会

は
、
私
た
ち
全
て
が
住
み
や

す
い
社
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
総
務
省
の
人
口

推
計
（
令
和
3
年
９
月
）
に

よ
る
と
日
本
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
３
６
４
０
万

人
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
29
・
1
％
と
過
去
最
高
と

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
総
人

口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割

合
を
国
連
デ
ー
タ
で
比
較

す
る
と
２
位
の
イ
タ
リ
ア

（
23
・
6
％
）
を
５
・
5
％

上
回
り
、
世
界
一
の
長
寿
国

で
あ
り
ま
す
。

　

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
が
、
一
方
で
は
、
平
均
寿

命
と
健
康
寿
命
の
差
は
男

性
が
約
９
年
、
女
性
が
約
12

年
（
令
和
２
年
度
高
齢
社
会

白
書
内
閣
府
）
で
あ
り
、
介

護
者
が
2
0
2
5
年
度
に

は
22
万
人
、
2
0
4
0
年

度
に
は
65
万
人
も
不
足
し

ま
す
（
令
和
３
年
７
月
厚
生

労
働
省
）。
世
界
一
の
長
寿

国
日
本
で
は
、
健
康
寿
命
を

の
ば
し
要
介
護
期
間
を
短

縮
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
「
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
」
の
三
大
運
動

を
基
本
に
日
頃
か
ら
趣
味

や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康

づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
相

互
に
支
え
あ
う
友
愛
活
動

や
地
域
を
豊
か
に
す
る
奉

仕
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
自

ず
と
健
康
を
育
み
、
健
康
に

な
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
活

動
が
で
き
る
と
い
う
好
循

環
を
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が

生
み
出
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
老
人
ク
ラ
ブ

は
、
高
齢
者
人
口
が
増
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
会

員
数
、
ク
ラ
ブ
数
と
も
に

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
会

員
が
増
え
な
い
原
因
の
ひ

と
つ
に
「
入
り
た
く
て
も
ク

ラ
ブ
が
ど
こ
に
あ
る
か
分

か
ら
な
い
」「
ク
ラ
ブ
の
活

動
が
見
え
な
い
」
な
ど
と
い

う
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
会
員
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
、
地
域
の
高
齢

者
に
声
を
か
け
「
仲
間
に
入

り
ま
せ
ん
か
」
と
勧
誘
し
ま

し
ょ
う
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
ょ
う
。
一
人
で

も
多
く
の
方
に
加
入
し
て

い
た
だ
き
ク
ラ
ブ
を
活
性

化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
持
て
る
能
力
、
体
力
を

生
か
し
、
自
ら
の
生
活
に
合

わ
せ
た
健
康
づ
く
り
、
仲
間

づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く

り
、
老
若
男
女
す
べ
て
の
人

が
住
み
や
す
い
地
域
社
会

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終

息
を
念
願
す
る
と
と
も
に
、

本
年
が
会
員
の
皆
様
、
ご
家

族
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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東
月
隈
、春
住
が
コ
ー
ト
優
勝

　

10
月
4
日
（
月
）、
第
43
回
福

岡
市
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
博
多
区
山
王
公
園
で
開
催

さ
れ
、
全
8
チ
ー
ム
44
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

博
多
区
か
ら
は
6
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
日
々
の
練
習
で
培
っ

た
ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き
と
、
息

の
あ
っ
た
連
携
プ
レ
ー
で
大
健

闘
。

　

大
会
結
果
は
、
第
1
コ
ー
ト

で
東
月
隈
、
第
２
コ
ー
ト
で
春

住
が
見
事
、
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第43回 福岡市高齢者ゲートボール大会

選
手
宣
誓
を
す
る
村
本
日
出

夫
氏
と
野
田
ス
ズ
子
氏

磨いた腕前を遺憾なく発揮

第１コート
順位 区　名 チーム名

優　勝 博多区 東月隈
準優勝 城南区 片　江
第３位 博多区 半道橋親和会
第４位 博多区 松風会

第２コート
順位 区　名 チーム名

優　勝 博多区 春　住
準優勝 早良区 早　良
第３位 博多区 金の隈
第４位 博多区 東吉塚

大会結果

前田　伊作さん
（月隈校区）

91歳

【男性最高齢者賞】

連
携
プ
レ
ー
が

勝
利
の
鍵

第
17
回 

博
多
区
高
齢
者
ペ
タ
ン
ク
大
会

順　位 チーム名 校区・地区

優　勝 堅粕B 堅　粕
準優勝 寿町A 那珂南
第 3位 吉塚C 吉　塚

総合順位

　

11
月
12
日
（
金
）、
第
17
回
博

多
区
高
齢
者
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
博

多
区
山
王
公
園
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
28
チ
ー
ム
87
名
が
参

加
し
、
時
折
、
小
雨
が
降
る
中
で

も
元
気
に
プ
レ
ー
。
一
投
ご
と
に

チ
ー
ム
で
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も

「
頑
張
れ
！
」
と
互
い
に
声
を
か

け
合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
な

お
、
大
会
の
結
果
は
上
記
の
通
り

で
す
。

　

次
回
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

雨にも負けず 87 名が参加雨にも負けず 87 名が参加
どちらが近いか測定中どちらが近いか測定中

目指せ逆転一投集中！目指せ逆転一投集中！

　趣味として卓球を毎日してい
ます。
　健康のために特別に何かして
いるわけではないですが、3食
きちんと食べて睡眠もしっかり
とって、日々過ごしています。

中
野
清
治
さ
ん

�

（
春
住
校
区
）

85 歳

日
下
部
龍
子
さ
ん

�

（
那
珂
南
校
区
）

　毎朝、健康のためにウォーキ
ングをしています。息子とは離
れて暮らしていますが、今朝の
歩いた距離や天気などをお互い
に毎日報告し合い、一緒に健康
づくりに励んでいます。

86 歳

最
高
齢
者
賞



令和4年1月1日令和4年1月1日（5）第65号（5）第65号

　早いもので、運転免許証を博多水上警察署に返納してから
10 年…。その時の「いきさつ」を、今、返納について迷って
いらっしゃる方の背中をポンと押してあげたいと思って投稿
しました。
　当時私は、地域活動に携わっており、免許証返納などトンデ
モナイ。毛頭考えてもいませんでした。しかしある日、息子か
ら「じいちゃん、もうそろそろ車の運転ばやめんネ、自分は大
丈夫と思っとっても、事故はまったく予期なしで突然起きる !!
そして最悪の場合、人様の尊い命まで一瞬にして奪ってしま
う !! それだけでなく、あとの裁判…、弁償問題…。その負担
は残された家族にもおよぶとよ !! 過信は破滅 !! 楽しい老後も
吹っ飛ぶよ !!」
　私はそのアドバイスを聞いて、一点の迷いもなく博多水上警
察署にかけ込みました !!
　今は日々楽しく健康長寿。歩け、歩け !!「老いては子に従え !!」

会 員 の声
た だ い ま

　 原 稿 募 集 中 !!

「高齢者の免許返納について」「高齢者の免許返納について」テーマテーマ

　博高連だよりでは「会員の声」を募集しています。次
回のテーマは「高齢者の免許返納について」です。日頃
の思いや、体験談など、みんなで語り合いましょう！

【締切日】令和4年5月31日（火）

博多区老人クラブ連合会
☎（092）419ー 1085

〒 812-8514
博多区博多駅前２-19-24

大浜地区　大浜楽生会　田中　寛

老いては子に従うべし

　7 月 26 日（月）、新任会長・新任女性部長研修会が開
催されました。
　当日は会長 10 名、校区女性部長 5 名、単位クラブ女
性部長 16 名が参加し、楢橋会長より博高連の現状と課
題等の基調講話、木原副会長から博高連の事業活動、阿
部副会長（区女性部長）から女性部会について、中尾会
計から老人クラブの会計等についてお話がありました。
　新任の皆さんは、先輩会
員の経験談を参考に、ぜひ
老人クラブに新しい風を
吹かしていただきたいと
思います。

新任会長・新任女性部長研修会開催

新たな風に期待高まる

堅粕校区　比恵クラブ一区　副会長　森山　和義

現在の風潮で思うこと

　現在の「高齢者の免許証返納はいたし方あるまい」という
風潮は非常に残念である。
　高齢者講習まで受講し得た私のゴールド免許証は、私の人
格も含めた自動車運転資格証であり、私の財産である。
　「もうあなたは教師をする資格がありません」というように

「あなたは高齢なので運転をする資格はありません」と、その
人となりまで否定されているようで心穏やかではありません。
　運転に対する明らかな障がいが見つかれば
納得したうえで返納すべきですが、ぜひ返納
者には障がい者並の優遇措置をお願いしたい
と思う。

「高齢者の免許返納について」「高齢者の免許返納について」テーマ

会 員 の声



令和4年1月1日令和4年1月1日 第65号（6）第65号（6）
　

私
ご
と
で
恐
縮
で
す
が
、
小
生

は
福
岡
市
内
の
中
学
校
で
美
術
教

員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
第
三
代
松
崎
中
学
校
の
校

長
を
拝
命
し
、
無
事
に
定
年
退
職

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
海
の
中
道
青
少
年

海
の
家
、
福
岡
市
子
ど
も
未
来
少

年
科
学
文
化
会
館
、
古
賀
市
教
育

委
員
会
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
等
で

勤
務
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本

美
術
教
育
連
合
会
会
員
と
し
て
、

長
ら
く
子
ど
も
た
ち
の
美
術
教
育

に
携
わ
っ
た
こ
と
を
生
か
し
、
小

さ
な
美
術
活
動
を
し
た
い
と
思

い
、
ア
ト
リ
エ
を
兼
ね
た
終
の
住

処
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

　

博
多
区
東
比
恵
か
ら
百
年
橋
通

連 合 会連 合 会

校校 区区堅堅 粕粕

比
恵
ク
ラ
ブ
一
区　

副
会
長　

森
山　

和
義

私
と
同
期
の
桜
の
木

私
と
同
期
の
桜
の
木

終
の
住
処
を
発
見

会
長
の
熱
意
で
入
会
決
意

り
の
比
恵
大
橋
を
渡
っ
た
す
ぐ
南

に
一
筋
は
い
っ
た
と
こ
ろ
に
比
恵

公
園
が
あ
り
ま
す
。
周
り
は
住
宅

や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ビ
ル
に
囲
ま
れ

て
い
る
た
め
、
公
園
の
形
か
ら
地

域
で
は
「
三
角
公
園
」
と
呼
ぶ
人

も
多
い
で
す
。
や
っ
と
終
の
住
処

と
し
て
落
ち
着
い
た
の
が
、
こ
の

三
角
公
園
の
す
ぐ
そ
ば
で
し
た
。

　

こ
の
公
園
の
片
隅
に
「
寄
贈
比

恵
山
王
有
心
一
同　

平
成
二
十
年

二
月
吉
日
」
と
小
さ
な
石
碑
を
見

つ
け
ま
し
た
。
私
が
こ
こ
に
終
の

住
処
を
見
つ
け
た
頃
は
、
桜
も
ま

だ
幼
木
で
、
焼
き
杉
の
添
え
木
に

し
ゅ
ろ
縄
で
固
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
桜
も
今
で
は
幹
周
り

が
大
き
く
な
り
、
例
年
よ
り
早
く

満
開
を
迎
え
、
美
し
く
咲
き
誇
っ

て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
し
た

後
、
花
見
を
行
い
、
久
し
ぶ
り
の

集
い
で
歓
談
に
花
が
咲
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
な
ま
り
と

博
多
弁
が
混
ざ
り
合
い
、
地
元
の

方
々
と
親
し
く
と
け
込
み
ま
す
。

時
間
を
忘
れ
仲
良
く
会
話
が
は
ず

み
、
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
も
当
時
は
他
校
区
か
ら
来
た

ば
か
り
で
、
地
域
の
方
々
と
少
し

距
離
を
お
い
て
い
た
の
で
す
。
そ

ん
な
時
、
白
髪
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
か
、
は
た
ま
た
ラ
イ
オ
ン
キ
ン

グ
の
髪
型
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の

岩
瀬
会
長
様
よ
り
突
然
「
森
山
さ

ん
博
多
区
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
出

ち
ゃ
ん
し
ゃ
い
ヤ
ー
」
と
声
を
か

け
れ
ら
ま
し
た
。
そ
し
て
み
ん
な

が
「
応
援
に
行
く
ば
い
」「
練
習

に
つ
き
あ
お
う
か
」
と
話
は
一
気

に
大
盛
り
上
が
り
。
そ
し
て
あ
っ

と
い
う
間
に
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会

す
る
こ
と
が
決
定
し
、
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
頃
の

私
と
、
三
角
公
園
の
桜
は
い
わ
ゆ

る
同
期
で
す
。
こ
れ
は
何
か
の
縁

だ
と
思
い
、
最
近
特
に
親
し
み
を

感
じ
て
い
ま
す
。

あ
る
時
、
堅
粕
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
岩
瀬
会
長
様
か
ら
「
森
山
さ
ん
、

う
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
頃
を
思
い
出
し
て
感
想
を
作
文
に
し

て
ヨ
！
博
多
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
広
報
紙
用
の
原
稿
タ
イ
」
と
原
稿
依

頼
を
受
け
ま
し
た
。

　
一
度
に
全
部
書
け
な
い
の
で
、
い
く
つ
か
に
分
け
て
書
い
て
み
る
こ

と
に
し
ま
す
。
実
は
、
脳
梗
塞
で
数
カ
月
入
院
し
て
い
た
の
で
、
リ
ハ

ビ
リ
の
つ
も
り
で
書
い
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
読
み
づ
ら

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
お
許
し
く
だ
さ
い
。

【答えは9ページ】

→

→

→ →

参

追 工

入

第❶問

→

→

→ →

一

毎 餐

酌

第❸問

→

→

→ →

鉄

発 撃

火

第❷問穴埋め漢字クイズ穴埋め漢字クイズ
中央の「□」に入る漢字一文字を当て中央の「□」に入る漢字一文字を当て
てください。てください。
「→」の方向に二字「→」の方向に二字
熟語ができるように熟語ができるように
考えましょう。考えましょう。
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女性部
友愛の
女性部
友愛のわ 那珂校区老人クラブ連合会

� 女性部長　庄島　克枝

コロナ禍も笑顔のために
〜手作りのバラの花束贈呈〜

　

那
珂
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
は
、
地
域
と
の
交
流
と
し

て
、
子
育
て
サ
ロ
ン
、
昔
遊
び

の
伝
授
、
小
学
校
で
音
読
、
竹

下
祭
で
工
作
指
導
、
公
民
館
文

化
祭
で
出
店
等
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
の
流

行
に
よ
り
、
例
年
の
活
動
は
す

べ
て
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
残

念
で
す
が
健
康
、
安
全
の
た
め

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
、
友
愛
交
流
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
前
は
デ

イ
ケ
ア
の
敬
老
会
に
校
区
の

芸
達
者
が
そ
ろ
っ
て
参
加
し
、

歌
、
舞
、
手
品
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

等
を
披
露
し
、
入
所
者
の
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
毎

回
、
拍
手
が
響
き
わ
た
り
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
「
良
か
っ
た
よ
」

「
あ
り
が
と
う
」
と
の
声
を
い

た
だ
き
ま
す
。
出
演
者
一
同
は

そ
の
た
び
に
「
次
も
頑
張
ろ

う
」
と
元
気
を
も
ら
い
、
訪
問

す
る
楽
し
さ
と
意
義
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

人
の
た
め
な
ら
ず
で
す
ね
。

　

別
の
施
設
訪
問
で
は
、
こ
れ

ま
で
「
ふ
ぁ
み
り
ー
那
珂
」
へ

紙
芝
居
や
歌
、
声
か
け
等
を
し

て
訪
問
し
て
い
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
に
よ
り
、
玄
関
ま
で
し

か
訪
問
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
入
所
者
の
方
が

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を

何
か
で
き
な
い
か
と
女
性
部

で
考
え
、
現
在
は
施
設
職
員
の

方
に
手
作
り
の
品
を
渡
し
て

い
ま
す
。

　

お
一
人
お
ひ
と
り
に
お
声
か

け
を
し
な
が
ら
渡
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
の
ご
時
世
、
仕

方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
に
は

こ
れ
ま
で
、
マ
ス
ク
が
品
薄
の

時
に
「
手
作
り
マ
ス
ク
」
を
は

じ
め
、
部
屋
で
楽
し
む
「
折
り

鶴
」
を
贈
り
、
今
回
は
祝
敬
老

用
に
和
紙
で
作
っ
た
「
バ
ラ
の

花
束
」
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
離
れ
て
い
て
も

心
が
つ
な
が
る
よ
う
に
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
一
日
も
早
く
皆

さ
ん
の
元
気
な
お
顔
を
見
て
世

間
話
が
で
き
る
よ
う
、
コ
ロ
ナ

の
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

和紙で作った
可愛いバラの花束

一つひとつ思いを込めて一つひとつ思いを込めて

会場を沸かす芸達者会場を沸かす芸達者

折り鶴たくさんできました折り鶴たくさんできました
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戦
国
時
代
末
期
の
１
５
８
６

年
、
豊
臣
秀
吉
は
各
地
を
平
定

し
天
下
統
一
を
果
た
し
た
。

　

そ
の
頃
、
九
州
で
は
薩
摩
の

島
津
氏
が
九
州
征
伐
を
目
指

し
て
北
上
を
始
め
た
。
島
津
軍

は
、
立
花
城
の
押
さ
え
と
し
て

高
鳥
居
城
（
粕
屋
郡
須
恵
町
）

に
筑
後
の
武
将
星
野
吉
実
、
同

吉
兼
兄
弟
を
入
れ
て
守
ら
せ

て
い
た
。
星
野
氏
は
、
筑
後
南

部
の
星
野
谷
（
現
八
女
市
星
野

村
一
帯
）
の
領
主
で
、
耳
納
山

の
南
麓
地
方
を
支
配
し
た
豪

族
で
あ
っ
た
。

　

戦
国
時
代
末
期
の
頃
、
秀
吉

派
遣
の
毛
利
勢
が
豊
前
に
到

着
し
た
の
で
島
津
軍
は
撤
退
。

高
鳥
居
城
の
星
野
勢
は
最
後

ま
で
島
津
へ
の
義
を
守
り
、
捨

て
石
と
な
っ
て
立
花
、
毛
利
連

合
軍
と
戦
い
落
城
し
た
。

　

戦
後
、
敵
将
の
立
花
統
虎

は
、
星
野
兄
弟
の
首
を
当
時
の

那
珂
郡
堅
粕
村
の
こ
の
地
に

丁
寧
に
葬
っ
た
。

　

吉
塚
の
地
名
は
「
吉
実
塚
」

が
い
つ
の
間
に
か
「
吉
塚
」
と

な
っ
た
も
の
で
、
星
野
吉
実
・

吉
兼
兄
弟
の
名
が
由
来
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

明
治
23
年
に
は
、
星
野
兄
弟

の
追
悼
記
念
碑
が
こ
の
地
に

建
て
ら
れ
、
現
在
も
毎
年
７
月

下
旬
に
地
蔵
尊
祭
り
が
郷
土

わが町歴史散歩第11回

博多にまつわる歴史をご紹介します

吉塚校区老人クラブ連合会　
会長　鹿子生　芳信

の
伝
統
行
事
と
し
て
吉
塚
の

人
た
ち
に
よ
っ
て
崇
敬
さ
れ

続
け
て
い
る
。

　

皆
様
も
ぜ
ひ
一
度
、
吉
塚
地

蔵
尊
を
訪
ね
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

毎年行われる伝統行事「吉塚地蔵尊祭り」毎年行われる伝統行事「吉塚地蔵尊祭り」

戦
国
時
代
の
武
士「
星
野
兄
弟
」が
由
来

戦
国
時
代
の
武
士「
星
野
兄
弟
」が
由
来

　〝　〝  

吉
塚
吉
塚  

〟〟  

地
名
の
歴
史

地
名
の
歴
史

町の人々を見守るお社と記念碑町の人々を見守るお社と記念碑



令和4年1月1日令和4年1月1日（9）第65号（9）第65号

❶�「加」＝参加・加入・追加・加工 ❷�「砲」＝鉄砲・砲火・発砲・砲撃 ❸�「晩」＝一晩・晩酌・毎晩・晩餐Q 穴埋め漢字クイズ 答え

　高齢者を狙った還付金詐欺が急増し
ています。以下の手口を覚え、未然防
止に努めましょう。ニセ電話詐欺に注意 !!ニセ電話詐欺に注意 !!

役所の職員や、銀行のコールセンターをかたる者か役所の職員や、銀行のコールセンターをかたる者か
ら、被害者宅の固定電話に電話があり「介護保険料ら、被害者宅の固定電話に電話があり「介護保険料
の払戻金があります」「今すぐATMに行って手続きの払戻金があります」「今すぐATMに行って手続き
してください」「ATMに着いたら電話をしてくださしてください」「ATMに着いたら電話をしてくださ
い」などと言われ、ATMに誘導された被害者が、さい」などと言われ、ATMに誘導された被害者が、さ
らに携帯電話で犯人から「らに携帯電話で犯人から「お客様番号 499220お客様番号 499220とと
押してください」と言われ、指示されるままにATM押してください」と言われ、指示されるままにATM
を操作した結果、を操作した結果、現金 49 万 9,220 円現金 49 万 9,220 円を指定口座にを指定口座に
振り込み、だまし取られる被害が多発しています。振り込み、だまし取られる被害が多発しています。

還付金詐欺が急増

◆ ATMを操作して、還付金が支払われることは絶
対ありません。

◆ ATMに行くように指示されたら、還付金詐欺の
電話です。

◆ニセ電話詐欺には「まっ太フォン」が効果的です。

犯人と話さない！「まっ太フォン」（迷惑電話防止機能付き電話機）で
ニセ電話詐欺をシャットアウト！

電話でお金はすべて詐欺！すぐに相談！110番
博多警察署 092-412-0110

まっ太フォン
４大機能

通話相手に会話の内容
を録音することを

事前警告!

迷惑電話番号リストの
電話番号を自動で

着信拒否!
電話に出る前にアナウ
ンスで迷惑電話の

注意喚起!

いざという時のために
通話を開始すると

自動録音!

が効果的!!「まっ太フォン」
ニセ電話詐欺の撃退には

　最新の自動車には、衝突被害軽減ブレーキ等の先
進安全技術が搭載されています。あなたの運転を機
械がサポート！
　詳しくは、自動車販売店にお問い合わせください。

　ご家族等と相談して、運転免許の自主返納につい
ても検討しましょう。

TEL 092-412-0110
詳細は、博多警察署交通第一課交通総務係まで。

サポカーへの乗り換え

運転に不安を感じたら

補償運転って何？
運転する時に、危険を避けるため

以上のような
運転方法をとることです

◎運転する時間や場所を選ぶ
◎�自己の運転能力を発揮できるよう心身や環境を整える
◎加齢に伴う運転技能の低下を補う

具体的には…
①夜や雨の日は運転をしない
②運転をするのは近所だけ
③速度を出さない

　令和 3年中、博多警察署管内では、高齢者が関連する悲
惨な交通死亡事故が発生しています。令和 4年には交通事
故に「遭わない、起こさない」ためにも、車を運転する際は、
下記の補償運転などを参考に安全運転をお願いします。

補償運転補償運転などでなどで
　　交通事故防止交通事故防止へへ
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お問い合わせ先　博多区保健福祉センター地域保健福祉課 TEL 092-419-1101

もしもの時
4 4 4 4 4

の〝命づな〟
「安心情報キット」と「緊急時連絡カード」

　かかりつけの病院、緊急連絡先等の情報が書かれた紙「安心カード」を筒状の専用容器（キット）に入れて
冷蔵庫に保管し、緊急時に「安心カード」情報を元に迅速な対応を行うことができます。
　配布の対象は一人暮らしの高齢者や障がいのある方など、地域で見守りが必要な方です。

安心情報キット

　外出時での事故や急病になった場合に備えて、名前・住所・電話番号・緊急
連絡先・かかりつけ病院等の情報をあらかじめ記載しておくものです。この
カードを携帯しておくことで万が一の場合、駆けつけた救急隊や警察が緊急
連絡先を把握することができ迅速な連絡が期待できます。
　カードは市内の高齢者、障がい者、持病のある方など、希望者にはどなたで
も提供いたします。

緊急時連絡カード

緊急時連絡カード

希望者は、福岡市社会福祉協議会博多区社協事務所に
お問い合わせください

お問合わせ先 ☎ 092ー436－3651

救急隊員等にキットがあることを知らせ
るために、キットの中に入っているマグ
ネットを《冷蔵庫の扉》と《玄関の内側》に
貼っておきます。
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あ
と
が
き

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
減
少

し
、緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
と

な
り
ま
し
た
が
、引
き
続
き
気

を
緩
め
ず
に
三
密
回
避
、手
洗

い
、
う
が
い
を
忘
れ
ず
、
と
も

に
前
進
し
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、来
年
こ
そ
は
以
前

の
よ
う
な
生
活
に
戻
れ
る
よ

う
に
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
い
、

博
高
連
の
会
員
の
方
々
と
行

事
に
参
加
し
、老
人
ク
ラ
ブ
の

に
ぎ
わ
い
を
早
く
取
り
戻
し

た
い
も
の
で
す
。

　
博
高
連
広
報
部
会　

 

南
里　
み
ど
り

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た

�

皆
様
方
へ

　

こ
の
た
び
は
「
博
高
連
だ

よ
り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま

し
て
広
告
の
掲
載
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で

幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚

誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

俳俳

句句

御
仏
の
ま
な
ざ
し
深
し
彼
岸
花

御
仏
の
ま
な
ざ
し
深
し
彼
岸
花

��

那
珂
南
校
区
　
井
上
　
佐
重
子

那
珂
南
校
区
　
井
上
　
佐
重
子

秋
深
し
八
十
の
手
な
ら
ひ
琴
を
ひ
く

秋
深
し
八
十
の
手
な
ら
ひ
琴
を
ひ
く

��

東
住
吉
校
区
　
青
木
　
千
枝
子

東
住
吉
校
区
　
青
木
　
千
枝
子

早
朝
稲
穂
臭
う
散
歩
道

早
朝
稲
穂
臭
う
散
歩
道

��

那
珂
南
校
区
　
伊
藤
　
恵
　
　

那
珂
南
校
区
　
伊
藤
　
恵
　
　

木
枯
ら
し
に
コ
タ
ツ
で
自
し
ゅ
く
家
飲
み
す

木
枯
ら
し
に
コ
タ
ツ
で
自
し
ゅ
く
家
飲
み
す

��

那
珂
南
校
区
　
中
原
　
正
秀
　

那
珂
南
校
区
　
中
原
　
正
秀
　

制
服
を
ぬ
い
だ
子
に
あ
う
秋
ま
つ
り

制
服
を
ぬ
い
だ
子
に
あ
う
秋
ま
つ
り

��

堅
粕
校
区
　
森
山
　
和
義
　

堅
粕
校
区
　
森
山
　
和
義
　

こ
の
世
か
ら
飛
び
立
つ
君
や
流
星
群

こ
の
世
か
ら
飛
び
立
つ
君
や
流
星
群

��

東
住
吉
校
区
　
熊
谷
　
栗
子
　

東
住
吉
校
区
　
熊
谷
　
栗
子
　

幼
さ
な
友
病
床
か
ら
の
年
賀
状

幼
さ
な
友
病
床
か
ら
の
年
賀
状

��

東
住
吉
校
区
　
古
川
　
ト
キ
子

東
住
吉
校
区
　
古
川
　
ト
キ
子

主主あ
る
じ

あ
る
じな
き
表
札
う
す
れ
彼
岸
花

な
き
表
札
う
す
れ
彼
岸
花

��

大
浜
地
区
　
田
中
　
寛
　
　

大
浜
地
区
　
田
中
　
寛
　
　

母
好
む
姉
妹
揃
い
て
春
着
か
な

母
好
む
姉
妹
揃
い
て
春
着
か
な

��

那
珂
南
校
区
　
野
上
　
文
子
　

那
珂
南
校
区
　
野
上
　
文
子
　

川川

柳柳

も
う
飽
き
た
テ
レ
ビ
付
け
れ
ば
コ
ロ
ナ
ば
か
り

も
う
飽
き
た
テ
レ
ビ
付
け
れ
ば
コ
ロ
ナ
ば
か
り

��

東
月
隈
校
区
　
河
津
　
浅
行
　
　

東
月
隈
校
区
　
河
津
　
浅
行
　
　

棚
田
に
は
議
論
不
用
の
彼
岸
花

棚
田
に
は
議
論
不
用
の
彼
岸
花

��

那
珂
南
校
区
　
石
川
　
浩
二
朗
　

那
珂
南
校
区
　
石
川
　
浩
二
朗
　

炊
事
場
で
よ
ご
れ
で
喧
嘩
も
水
流
し

炊
事
場
で
よ
ご
れ
で
喧
嘩
も
水
流
し

��

東
吉
塚
校
区
　
伊
藤
　
康
代
　
　

東
吉
塚
校
区
　
伊
藤
　
康
代
　
　

ダ
イ
エ
ッ
ト
明
日
の
分
を
今
食
べ
る

ダ
イ
エ
ッ
ト
明
日
の
分
を
今
食
べ
る

��

東東
吉
塚
吉
塚
校
区
　
宮
本
　
コ
ト
ミ
　

校
区
　
宮
本
　
コ
ト
ミ
　

味
の
な
い
煮
も
の
も
妻
の
お
も
い
や
り

味
の
な
い
煮
も
の
も
妻
の
お
も
い
や
り

��

東東
吉
塚
吉
塚
校
区
　
安
武
　
浩
二

校
区
　
安
武
　
浩
二

　
　
　
　

肥肥ここ

え
ま
い
と
食
べ
る
女
房
の
い
じ
ら
し
さ

え
ま
い
と
食
べ
る
女
房
の
い
じ
ら
し
さ

��

東東
吉
塚
吉
塚
校
区
　
佐
谷
　
寛
義
　

校
区
　
佐
谷
　
寛
義
　

や
せ
て
や
る

や
せ
て
や
る
!!!!
こ
れ
が
最
後
と
も
う
一

こ
れ
が
最
後
と
も
う
一
食食ぱ
い
ぱ
い

��

東東
吉
塚
吉
塚
校
区
　
稲
益
　
満
　
　

校
区
　
稲
益
　
満
　
　

肉
食
べ
る
家
計
簿
み
て
ネ
妻
に
く
い

肉
食
べ
る
家
計
簿
み
て
ネ
妻
に
く
い

��

東東
吉
塚
吉
塚
校
区
　
西
嶋
　
梯
子
　

校
区
　
西
嶋
　
梯
子
　

コ
ロ
ナ
禍
で
地
球
を
ひ
と
つ
に
し
ぼ
り
上
げ

コ
ロ
ナ
禍
で
地
球
を
ひ
と
つ
に
し
ぼ
り
上
げ

��

奈
良
屋
地
区
　
藤
田
　
瑠
璃
子

奈
良
屋
地
区
　
藤
田
　
瑠
璃
子

短短

歌歌

名
月
や
シ
ニ
ア
集
い
て
も
り
あ
が
り
　

名
月
や
シ
ニ
ア
集
い
て
も
り
あ
が
り
　

　
　
コ
ロ
ナ
の
憂
さ
も
天
に
托
し
て

　
　
コ
ロ
ナ
の
憂
さ
も
天
に
托
し
て

��

那
珂
校
区
　
勝
野
　
初
代
　

那
珂
校
区
　
勝
野
　
初
代
　

立
ち
読
み
を
と
が
め
し
店
主
も
今
は
な
し

立
ち
読
み
を
と
が
め
し
店
主
も
今
は
な
し

　
　
大
型
書
店
の
ス
タ
バ
の
孤
独

　
　
大
型
書
店
の
ス
タ
バ
の
孤
独

��

那
珂
校
区
　
加
藤
　
節
子
　

那
珂
校
区
　
加
藤
　
節
子
　

地
蔵
の
日
幾
人
の
願
い
叶
え
し
や
　

地
蔵
の
日
幾
人
の
願
い
叶
え
し
や
　

　
　
燈
り
と
も
し
て
お
顔
を
あ
お
ぐ

　
　
燈
り
と
も
し
て
お
顔
を
あ
お
ぐ

��

那
珂
校
区
　
上
妻
　
壽
賀
子

那
珂
校
区
　
上
妻
　
壽
賀
子

補
聴
器
の
電
池
な
く
な
り
買
い
に
行
く

補
聴
器
の
電
池
な
く
な
り
買
い
に
行
く

　
　
　
コ
ロ
ナ
恐
れ
て
マ
ス
ク
二
重
に

　
　
　
コ
ロ
ナ
恐
れ
て
マ
ス
ク
二
重
に

　　��

那
珂
南
校
区
　
大
塚
　
陽
子
　

那
珂
南
校
区
　
大
塚
　
陽
子
　

　　こ
よ
い
晴
れ
十
五
夜
眺
め
感
無
量
　

こ
よ
い
晴
れ
十
五
夜
眺
め
感
無
量
　

　
　
今
年
も
元
気
に
す
ご
す
喜
び

　
　
今
年
も
元
気
に
す
ご
す
喜
び

��

那
珂
南
校
区
　
村
上
　
ト
シ
子

那
珂
南
校
区
　
村
上
　
ト
シ
子

会員文芸会員文芸 〜多数の寄稿ありがとうございました〜
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かかたたはは 熱熱 中中 人人
ねっちゅうびとねっちゅうびと

第13回 会員の皆さんが、いま熱中している会員の皆さんが、いま熱中している
趣味や活動をご紹介します。趣味や活動をご紹介します。

複
数
の
介
護
施
設
を
訪
問
し
、

入
所
者
に
生
き
る
元
気
を
与
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
過
去
に
は
私
と

タ
ッ
グ
を
組
み
、
ギ
タ
ー
の
弾

き
語
り
で
博
高
連
の
演
芸
大
会

に
出
場
し
、
優
秀
賞
を
い
た
だ

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
世
界
的
な
災
害
と
言

わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ま
ん
延
に
よ
り
人
々
は
疲
弊

し
、
う
つ
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
も
以
前
、
大

病
を
克
服
し
た
岡
部
氏
は
、
さ

ら
に
前
を
向
き
頑
張
っ
て
お
ら

れ
、
そ
の
姿
は
大
変
励
み
に
な

り
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
目
的
は
、
高

齢
者
へ
の
生
き
る
動
機
づ
け
を

様
々
な
活
動
を
持
っ
て
す
る
こ

と
で
す
。
各
地
域
に
岡
部
氏
の

よ
う
な
人
材
が
存
在
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
熱

中
人
を
探
し
、
高
齢
者
に
広
報

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
取
材
者
】

　
美
野
島
こ
と
ぶ
き
会

　
　�

会
長
　
古
屋
　
征
範

　
岡
部
氏
は
美
野
島
で
半
世
紀

に
わ
た
り
掛
軸
、
屏
風
、
額
等

の
古
美
術
品
を
表
装
、
修
復
、

染
み
抜
き
を
す
る
岡
部
静
峰
堂

を
経
営
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
仕
事
柄
、
日
本
の
歴
史
、
文

化
に
鋭
い
関
心
を
お
持
ち
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
１
日
研
修
旅
行

の
際
に
大
刀
洗
飛
行
場
跡
地
の

平
和
記
念
館
に
立
ち
寄
っ
た

時
、
岡
部
氏
が
修
復
し
た
日
章

旗
が
飾
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　
日
常
も
全
て
の
事
柄
を
誠
実

に
と
ら
え
る
熱
中
の
人
と
し
て

私
は
長
年
交
流
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
日
も
取
材
に
行
く
と

大
き
な
地
図
を
前
に
黙
々
と
業

務
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
利
益
を
無
視
し
た
地
域

へ
の
奉
仕
の
仕
事
で
し
た
。

　
お
話
を
聞
く
と
コ
ロ
ナ
の
ま

ん
延
状
況
の
中
、
50
年
の
キ
ャ

リ
ア
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
業
者
と

し
て
、
同
業
者
の
減
少
、
特
に

若
者
が
職
を
去
る
こ
と
を
嘆
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
部
氏
は
、
地
域
活
動
と
し

て
約
10
年
前
「
美
野
島
に
歌
が

な
い
の
で
地
域
を
明
る
く
す
る

た
め
に
カ
ラ
オ
ケ
を
導
入
し
て

は
ど
う
だ
ろ
う
」
と
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
会
長
と
し
て
カ
ラ

オ
ケ
の
会
を
立
ち
上
げ
、
毎
月

30
名
程
度
の
会
員
が
集
い
、
練

習
し
て
い
ま
す
。
歌
も
こ
れ
ま

で
に
3
千
曲
も
の
カ
ラ
オ
ケ
を

取
り
扱
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
日
本

舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
隊
の
演
芸
の

慰
問
団
を
編
成
し
て
、
地
域
の

地域の施設で慰問の様子地域の施設で慰問の様子

地
域
に
光
を

地
域
に
光
を

��

与
え
続
け
て

与
え
続
け
て

美
野
島
校
区�

美
野
島
こ
と
ぶ
き
会�

�

岡
部　

静
峰
氏
（
74
）


